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法政大学出版局　2019年6月20日配本　定価5400円（本体5000円＋税） A5判上製・294頁
小林 卓也 著 

ドゥルーズの自然哲学 断絶と変遷 ISBN978-4-588-15102-6 C1010

　「器官なき身体」とは何か？　「超越論的経験論」はなぜ必要とされたのか？　哲学史家ドゥルーズの理論変遷を、
人間主義的思考からの断絶と転回をはらむ一つの自然哲学の生成として体系的に読み直す試み。1960年代に遂
行されたガタリとの協働による精神分析批判、マルクス、カント、ベルクソン解釈の精緻な読解を通じて、ドゥルー
ズ独自の哲学的創造の論理と行程を明らかにする気鋭の探究。 【哲学・思想】

☆関連書：ドゥルーズ『ベルクソニズム』（檜垣立哉・小林卓也訳）、シモンドン『個体化の哲学』（小局刊）。

法政大学出版局　2019年6月20日配本　定価9504円（本体8800円＋税） A5判上製・566頁
全鎭晟 著／佐藤 静香 訳 

虚像のアテネ ベルリン、東京、ソウルの記憶と空間 ISBN978-4-588-78611-2 C3020

　プロイセンの建築家フリードリヒ・シンケルの新古典主義建築と、その核心原理である「テクトニック」が、それぞれ
色合いの異なる三つの都市に導入される過程をテーマに、幻影としての西欧的近代性と、その脆さを逆追跡する
試み。建築と都市計画は工学的技術である以前に言説であり、政治的テクノロジーでもあることを明らかにする。
「記憶と建築が醸し出す不協和音の文化史」（原著副題）。 【文化史、都市と建築】

☆関連書：小澤京子『ユートピア都市の書法』、吉原直樹・堀田泉編『交響する空間と場所』Ⅰ・Ⅱ（小局刊）。

法政大学出版局　2019年6月11日配本　定価4320円（本体4000円＋税） 四六判上製・360頁
マルティン・ハイデガー、カール・レーヴィット 著
アルフレート・デンカー 編・註／後藤 嘉也、小松 恵一 訳 《叢書・ウニベルシタス 1094》

ハイデガー＝レーヴィット往復書簡 1919–1973 ISBN978-4-588-01094-1 C1310

★★　1919年の出会い以降、ドイツの哲学者と若きユダヤ系思想史家は、第一次大戦後の時代思潮や困難な研究生活
をめぐって赤裸 な々書簡を交わし続けた。ナチス政権期の政治的断絶を明確に刻印しながらも、73年のレーヴィッ
トの死まで続いた120通を超える往復書簡群は、時代の証言であると同時に、世界大戦期を生きた師弟の運命的
な抗争、そして不可能な友愛を示す稀有のドキュメントである。 【哲学・思想】

☆関連書：レーヴィット『ナチズムと私の生活──仙台からの告発』『ある反時代的考察』（叢書ウニベルシタス）。
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法政大学出版局◉新刊のご案内	 2019 年 5 月 17 日

①  配本希望部数をご記入のうえ郵送またはFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書を注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。

帖合・番線 法政大学出版局　2019年6月25日配本　定価3024円（本体2800円＋税） 四六判上製・224頁
ジャン＝ピエール・バブロン、アンドレ・シャステル 著／中津海 裕子、湯浅 茉衣 訳 《叢書・ウニベルシタス 1096》

遺産の概念  ISBN978-4-588-01096-5 C1370

★★　世界遺産、人類の遺産、文化遺産／文化財に含まれる「遺産（patrimoine）」とは何か。老朽化や破壊という運
命から免れ、特別な威光を与えられ、熱狂的な執着や、真の信仰を喚起してきた日用品、武具、宝飾品、建築物、
さらに、これから新しい時代に生まれる遺産＝文化財を守る、保存や修復には何が重要か。歴史的資料とともに、
ノートル＝ダムといった具体的な事例も紹介し、簡潔にして決定的に論じる。文化に関わるすべての人々の必読
書。図版多数。 【芸術・文化】

☆関連書：アーリ、ラースン「観光のまなざし」、ケネス・ クラーク『芸術と文明』（小局刊）。


